
へん平試験に適した試験装置の検討

1. 目的
・中空パイプのへん平試験はJIS規格があるが、角パイプのコー
ナー溶接はJIS規格がないため、変形の様子を検討した。

2.  課題
・へん平試験用の試験装置が２種類（最大試験力100kN（機械式）
と500kN（油圧式））あり、どちらが適しているか検討する。

・固定治具なしで、-10mmへん平する試験では、試験力は10.5kNのため、100kN（機械式）で
試験可能

・押しつぶすまで試験する場合は、500kN（油圧式）で対応予定

・試験力や目的（どこまでへん平させるか）により、事前に適した試験装置が把握可能となった。
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固定治具

材質：ハイテン鋼 板厚：1.6mm

【条件】
・固定治具なしで、へん平間の距離Hが7/8
（約－10mm）になるまで圧縮する。
・上記の結果を元に、同じ試験力で固定治具が半分固定
と全面固定について各々圧縮する。
・角パイプの奥行長さは試験機の板と同様に100mm
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